
 

 

  

 

 

 

 

 

 

報酬は自分自身の成長 ～80周年 体育祭を終えて～ 

副校長 吉川真太郎 

今年度の体育祭は、本校創立 80 周年の節目の年に行われました。 

80 年という長い歴史の中で、多くの先輩方がこの学校で学び、仲間と励まし合いながら成長してきまし

た。そして今年もまた、その歴史の１ページを生徒たちが刻んでくれました。 

先日の体育祭では、多くの生徒が自分の力を出し切ろうとする姿を見せてくれました。中でも、３年生の

ソーラン節は圧巻でした。 

私は体育祭前に、３年生に「ソーラン節、期待しているよ」と声をかけていました。すると生徒たちは決ま

って「任せてください！」と返してくれました。その言葉には、義務教育９年間で積み重ねてきた自信と責任

感が表れているように感じました。そして実際に、仲間と協力しながら最大限に声を出して演技する姿からは、

中学校３年間の成長が伝わってきました。 

学習指導要領では、体育祭などの学校行事を通じて「集団の一員としての自覚を深め、協力して責任ある

行動をとる態度」を養うとともに、「自主的、実践的な活動を通して個性を伸長し、集団や社会の一員として

の役割を果たす」ことの大切さが示されています。 体育祭は、そのための大切な学びの機会となったと思っ

ています。  

保護者の皆様には、体育祭当日の結果や演技だけでなく、その過程でのお子様の成長にも目を向けていた

だければと思います。仲間と支え合ったこと、自分の役割を果たそうとしたこと、苦手なことにも挑戦した

こと、最後までやり抜いたこと。その一つ一つが大切な成長の証です。 

今後も、学校行事等で頑張った生徒たちには、結果だけではなく、自分自身の成長を報酬として受け取っ

てほしいと思います。そして保護者の皆様にも、お子様が見せてくれた成長をぜひ認め、言葉にして伝えて

いただければ幸いです。 

80 周年という節目の年に見せてくれた生徒たちの「一生懸命」は、これまで受け継がれてきた本校の伝統

を未来へつなぐ姿そのものであったと感じています。 
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令和８年度 城郷中学校 学校運営協議会について  ５月１５日 第一回学校運営協議会が行われ、組織が発足しました。 

 

 

 よろしくお願いいたします 



 

先月号にもありましたが、3年生は 5月 18日～20日まで、関西地方に修学旅行に行ってきました。

事後学習では、たくさんの思い出を一人ひとり 1ページにまとめ、3年生みんなで「修学旅行マガジン」

を制作しました。面談時に廊下に置いておくのでぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行ってきました修学旅行！ 

                         

台風の関係で 1日延期になってしまいましたが、 

6月 5日（金）に創立 80周年の体育祭が実施され

ました。 

暑くも寒くもなく、心地よい天気の中、城中生の

熱気がグラウンドを駆け巡りました。 

【体育祭を終えて】 

城郷中学校創立 80 周年という大きな節目の年に、体育祭を開催できたことをとても嬉しく思います。 

今回の体育祭は、体育委員会の目標の一つである「縦と横の関係」の強さがよく表れた行事になりま 

した。学年が違っても、同じカラーの仲間を一生懸命応援する姿に、私はとても感動しました。 

  また、3年生にとっては最後の体育祭でしたが、全校で大いに盛り上がり、思い出に残るものにする 

ことができたと思います。城郷中学校の伝統であるソーラン節も、良い形で後輩たちに受け継ぐことが 

できました。この体育祭で感じた仲間とのつながりを、これからも大切にしていきたいです。 

                                       体育委員長  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 


